
 

 
 

 

床固定アームスライド型ジブクレーン 

ＪＨＣ1640ＫＮ 

ＪＨＣ2540ＫＮ 

ＪＨＣ4940ＫＮ 

 

       
                        

取扱説明書 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●この取扱説明書は、ジブクレーンの基本的なご使用方法・ 

  組立方及び扱い方について説明しております。 

  ご使用前によくお読み頂き、安全作業のため使用上の注意 

  を守って正しくお使い下さい。 
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■仕様並びに寸法図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意；トロリーは別売りです。 
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注意；トロリーは別売りです。 
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２．組立・据え付けについて 

 
１．固定プレート寸法図 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．既存のコンクリート床に設置する場合 
既存の床に固定する場合は、右図に示すように 
ケミカルアンカー又は芯棒打ち込み式おねじアンカーを 
用いて、柱を垂直に建てて下さい。 
（床面が傾いている場合は、しっかりとした 
 ライナーで調整して下さい。） 
 
 
 
 
品   番 

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ Ｍ 
芯棒打ち込み式

おねじアンカー

Ｍ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚み Ｈ２ Ｈ3 
 
転倒モーメント

JHC1640ＫＮ Ｍ16 又はＷ5/8 150ｍｍ以上 100ｍｍ以上 60ｍｍ 1,920kgf・ｍ 
JHC2540ＫＮ Ｍ16 又はＷ5/8 220ｍｍ以上 120ｍｍ以上 60ｍｍ 3,000kgf・ｍ 
JHC4940ＫＮ Ｍ20 又はＷ3/4 250ｍｍ以上 150ｍｍ以上 75ｍｍ 5,880kgf・ｍ 
 

△！ 注意  ① コンクリート床には鉄筋（φ６mm 以上でピッチ２００mm）が入っていること。 
② コンクリート強度 210kg/cm2 

  以上あること。 
③ 設置する床は、ジブクレーンの柱を中心として３ｍ2 

 以上の広さがあること。 
④ ケミカルアンカー又は芯棒打ち込み式おねじアンカーの施工にあたっては、アンカー

の取扱説明書を参照し、取付ピッチを正確にだした上、適切に施工すること。 
 

基礎を新しく設置する場合 
基礎は、地盤の状態により必要な体積が変化します。必ず専門業者にご依頼の上、沈下や転倒の 
恐れのない、十分な体積の基礎を施工して下さい。 
 

△！ 注意 
①アンカーボルトの取付ピッチは正確にだして下さい。 
②アンカーボルトの位置と固定プレートの穴の位置との不一致を引き起こさない為、 
“テンプレート”を作成の上、テンプレートとアンカーボルトをナットで仮締め、 
または熔接で直角に固定して基礎中に埋め込むようにして下さい。 
テンプレートが必要な場合は当社に連絡して下さい。（別売有償） 

 
 

品      番 φＷ p.c.d φP 8-φd 
JHC1640KN 600  500 20 
JHC2540KN 600  500 20 
JHC4940KN 700  600 24 
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◇！危険  取扱注意事項 

  床固定式ジブクレーンは、それぞれ 大つり上げ荷重を吊った時、下記の転倒モーメントが 

かかります。 

  床が老朽化等による材質の変化やひび割れがないよう、転倒モーメントに耐える床に充分注 

意して施工して下さい。 

 

品   番 転倒モーメント

JHC1640ＫＮ 1,920kgf・ｍ 
JHC2540ＫＮ 3,000kgf・ｍ 
JHC4940ＫＮ 5,880kgf・ｍ 

 
 

３．固定柱部分の据え付け 
基礎が充分養成されましたら、固定柱部分を基礎から出ているアンカーボルトに固定します。柱

の垂直は、正確に仕上げて頂かなければなりません。調整は固定柱と基礎の間に必要なライナー

（鉄板）をかませることにより行います。垂直の確認には、さげふりを用いてください。調整作

業がスムーズに行えます。 
 
４．回転部・アーム部分の取り付け 
回転部を継ぎ柱と六角ボルト・ナット・スプリングワッシャーできっちり締め込んで固定して下

さい。 
回転部まで設置出来ましたら、さげふりを用いて柱が垂直に立っているか確認して下さい。 
垂直が出ていないようでしたら、固定柱と基礎の間に必要なライナー（鉄板）をかませて調整し

て下さい。 
次に、アームを回転部と、六角ボルト・ナット・スプリングワッシャーできっちり締め込んで下

さい。 
ボルト・ナットによる締め付けは、長年使用しますとゆるみがおこる恐れがあります。 
定期点検を実施して下さい。 
 
５. スライドアーム先端に、ストッパーを取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．旋回用麻ロープ（φ8）をスライドアーム先端に取り付け、横行レールの旋回が軽くスムーズ

に行えることを確認してください。 
 

これで組立が完了しましたが、ボルト・ナットが確実に固定されているか再度確認して下さい。 

点検の為にマーキングを行って下さい。 
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 △！ （注意） 
  アームがスムーズに動作しない時やアームが流れる場合は、下記にて調整して下さい。 
  
     アーム・トロリ等が流れる場合の調整方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柱・アームが水平垂直に設置されているか確認する。 
 
 
     せり出しアームの調整方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これで組立が完了しましたが、ボルト・ナットが確実に固定されているかを再度確認して下さい。 
必ず、点検の為にマーキングを行って下さい。 
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給電関係について 
     
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部品構成 

ワイヤー金具一式 

 ・金具（2個） 取付ボルト・・六角穴付ボルト M8×15 （ＳＷ付）4set 

 ・ケーブル滑車（2個） 

 ・メッセンジャーワイヤー 

 

ケーブルハンガー FRT-2（当社品番）（2個） 
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項

目 
状 況 点検方法 使用限界 主な不良原因 処

置 

固
定
柱
・
回
転
部 

● 回転部に曲が

りがないか 
● 溶接部に異常

がないか 
 
 
● 軸受けに異常

がないか 
● フランジに曲

がりがないか 

● 目視又は測定

具 
 
● 目視又はカラ

ーチェック 
 
 
● 目視 
 
● 目視又は測定

具 

● 2mm 以上の曲がり 
（無負荷時） 

● 溶接割れ 
 
 
 
● 軸受（メタルブッシュ）

破損 

● オーバーロード 
 
● オーバーロード 
 
 
 
● 摩耗 

取 

替 

ア
ー
ム 

● アームに曲が

りはないか 
● 溶接等の割れ

はないか 
● フランジに曲

がりはないか 

● 目視又は測定

具 
 
● 目視又はカラ

ーチェック 
● 目視又は測定

具 

● 10mm 以上の曲がり 
（無負荷時） 

● 溶接割れ 
 
● 3mm 以上の曲がり 

（無負荷時） 

● オーバーロード 
● 床の老朽化 
● ボルト・ナットの

緩み 
● オーバーロード 
● 取扱不備 

取 

替 

 
毎日安全に作業して頂く為に、以上の点検を行って下さい。 
また、ボルト・ナット継手箇所は、緩んできますので、点検を行って下さい。 
また、上記点検の結果、異常が発生した時はただちに使用をやめ、メーカー点検を受けて

ください。又メーカー点検（有料）を希望される時はご用命下さい。 
 
 

■点検基準 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


